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鎌倉市議会議員 

 

「
再
議
権
」
と
は
自
治
体
の
首
長
が
、
予
算
や
条
例
な
ど
に

つ
い
て
議
会
で
議
決
し
た
後
、
そ
の
結
果
を
不
服
と
し
て
、

再
び
審
議
し
直
す
こ
と
を
求
め
る
権
利
で
あ
る
。
通
常
の
議

決
と
は
異
な
り
新
た
に
2/3
の
賛
成
を
得
な
け
れ
ば
、
再
議
と

な
っ
た
議
案
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
も
の
で
、
見
直
し

の
議
論
も
起
き
て
い
る
。「
再
議
権
」
の
行
使
は
、
記
録
に
よ

れ
ば
2007
年
か
ら
の
２
年
間
、
全
国
1800
以
上
の
自
治
体
（
当

時
）
で
15
件
し
か
行
使
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
再
議
権

の
行
使
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
自
治
体
の
首
長
も
慎
重
で
あ
る

と
言
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
松
尾
市
長
は
、
任
期
中
に
３

回
も
再
議
権
を
行
使
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

【
松
尾
市
長
「
再
議
権
」
行
使
ま
で
の
経
緯
】 

12
月
議
会
で
市
長
提
出
議
案
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
条
例
」
が
一
票
差
で
可
決
。（
13
対
12
）→

多

く
の
利
用
者
や
団
体
か
ら
「
集
会
室
の
利
用
区
分
が
一
枠
３

時
間
か
ら
２
時
間
に
短
縮
さ
れ
る
と
、
活
動
が
し
に
く
く
な

る
」
と
の
多
数
の
声
が
議
会
に
寄
せ
ら
れ
る
。
（
そ
も
そ
も
、

２
時
間
に
短
縮
し
た
根
拠
と
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

多
く
の
利
用
者
や
利
用
団
体
が
知
ら
な
い
中
、
一
般
市
民
向

け
に
行
わ
れ
た
）→

利
用
者
の
切
実
な
声
を
受
け
止
め
、
利

用
時
間
を
３
時
間
に
戻
す
議
員
提
出
議
案
を
２
月
議
会
に
提

出
、
２
票
差
で
可
決
。
（
13
対
11
）
一
枠
3
時
間
に
戻
る

→

松
尾
市
長
は
こ
の
結
果
を
不
服
と
し
て
議
員
提
出
議
案
に

つ
い
て
再
議
権
を
行
使→

採
決
の
結
果
、
議
員
の
2/3
の
賛
成

に
至
ら
ず
議
員
提
出
議
案
が
否
決
さ
れ
る
。→

一
枠
２
時
間

と
な
る 

竹
田
は
再
議
に
あ
た
っ
て
議
員
提
出
議
案
に
賛
成

討
論
を
行
っ
た
。（
内
容
は
右
下
へ
） 

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」
と
説
明
し

て
い
る
。
す
べ
て
の
市
民
の
中
に
、
利
用
者

や
利
用
団
体
は
入
ら
な
い
の
か
。
利
用
者
や

利
用
団
体
は
「
使
い
に
く
い
・
活
動
し
に
く

い
」
と
声
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
条
例
で
、

目
的
が
達
成
さ
れ
る
と
い
え
る
の
か
。
ま
た
，

再
議
書
で
は
、「
広
報
か
ま
く
ら
・
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
す
で
に
知
ら
せ
て
い
る
。
10

月
か
ら
の
利
用
予
約
を
開
始
し
て
い
る…

」

と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
抽
選
は
3
月
31

日
を
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
り
、
予
約
確
定
は
し

て
い
な
い
。…

議
会
議
案
に
よ
る
混
乱
は
一

時
的
な
も
の
で
あ
り
対
応
可
能
で
あ
る
。
利

用
者
に
我
慢
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
条
例
に

戻
す
べ
き
で
は
な
い
。
再
議
に
付
す
と
い
う

「
首
長
権
限
の
行
使
は
」
ま
さ
に
、「
市
民
の

声
に
耳
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
に
等
し
い
」 

（
全
文
は
ブ
ロ
グ
に
掲
載
中
） 

 

松
尾
市
長
、
三
度
目
の
再
議
権
行
使 
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竹
田
ゆ
か
り
賛
成
討
論
内
容
（
抜
粋
） 

 …
…

再
議
に
あ
た
っ
て
開
か
れ
た
臨
時
教
育

委
員
会
が
秘
密
会
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
市
民
軽

視
・
議
会
軽
視
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い…

…

市

長
の
「
再
議
権
」
行
使
に
つ
い
て
反
対
す
る
陳

情
等
が
（
一
夜
に
し
て
）
18
件
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
純
粋
に
学
び
た
い
、
生
き
生
き
と
学
び

た
い
と
い
う
市
民
の
声
に
市
長
は
一
顧
だ
に

す
る
こ
と
な
く
、
首
長
権
限
を
行
使
し
て
、
利

用
区
分
の
変
更
を
進
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の
暴

挙
は
、
鎌
倉
市
政
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
だ
け

で
は
な
く
、
10
月
か
ら
始
ま
る
利
用
区
分
変

更
に
よ
り
、
市
民
の
「
活
動
の
し
に
く
さ
」
を

今
後
、
強
い
る
こ
と
に
な
る
。 

「
再
議
書
」（
再
議
と
す
る
理
由
説
明
書
）

に
よ
れ
ば
、
12
月
に
議
決
し
た
条
例
は
、「
す

べ
て
の
市
民
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
施
設
と 

   

【主な質問項目】 スマートシティー推進事業・公

共施設再編事業・平和推進事業・男女共同参画事業・

緑地維持管理事業・廃棄物処理施設推進事業・生活困

窮者への食糧支援・環境基本計画推進事業（ごみ・再

生可能エネルギー・防災・地球温暖化対策）・包括的支

援体制推進事業・ヤングケアラー支援の組織的取り組

み・高齢者雇用促進事業・高齢者の社会参画・障がい

者福祉・職員数の適正配置・交通不便地域の課題解消・

JR 駅の「スマートフォームドア」設置推進・深沢整備

事業区域の地価評価・沿岸地域の避難対策（ハード対

策）・生活保護申請・感染症対策事業・教育支援事業・

スクールロイヤーの配置・ウルトラプログラム・コミ

ュニティースクール・GIGA スクール・デジタル教科書・

小中学校施設整備・生涯学習センター民営化・学校整

備計画・商工業振興など。平和推進事業と不登校特例

校設置につい 

ては、再質問 

を行った。  

        

 

鎌倉かわせみクラブ 

会派代表質問を行いました。 
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「子どもの家」とは、共働き家庭等の小学生が、第 2

の家庭として放課後などに安心して過ごすことのでき

る居場所で、「子どもひろば」は、すべての小学生が、

安心して過ごせる居場所である。 

現在市内 14か所の「子どもの家・子どもひろば」の

運営は、指定管理者によって行われており、すべて株式

会社による運営である。2月議会では、残る 2か所（稲

村ケ崎・二階堂）についても、市の直営から指定管理者

の運営とする議案が上程された。私は、すべてを指定管

理にするのではなく、一部直営を残すことが重要である

と考えこの議案に反対した。理由は、市の直営での運営

が、指定管理者による運営のモデルとなり、判断基準と

なると考えるため。例えば、小学校給食は、現在 16校

中 6校を直営として残している。その理由は、「直営が

一つの物差しとなり、直営の良さ、指定管理の良さを、

互いに学びあうことができるから…」と担当から聞いて

いる。特に、放課後の子どもを預かる「子どもの家・子

どもひろば」の管理運営は、子ども一人一人に丁寧に寄

りそい、専門性をもって臨機応変に対応できることが求

められる。そのためには、判断する「物差し」としての

直営の存在が重要と考える。（採決の結果、すべて指定

管理に）なお、12 月議会において、鎌倉市は外部監査

委員から、厳しい指摘を受けている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
9
回
「竹
田
ゆ
か
り
市
政
報
告
会
」 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

 

３
月

日 

 
 
 
 
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
報
告
会
で
す
。 

 

 
 

 

初
当
選
し
た

2013
年
以
来
、
毎
年
「
竹
田
ゆ
か
り
市
政

報
告
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
り
今
回
は
3
年
ぶ
り
の
市
政
報
告
会
と
な
り

ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
、
左
記
の
よ
う

な
内
容
を
中
心
に
報
告
致
し
ま
し
た
。 

 

●
３
年
間
12
回
の
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
内
容 

●
３
年
間
で
実
現
し
た
主
な
内
容 

 

・
庁
舎
内
行
為
許
可
審
査
基
準
撤
廃 

・
小
中
学
校
の
特
別
教
室
に
空
調
設
備
設
置 

・
児
童
支
援
専
任
教
諭
後
補
充
非
常
勤
講
師
配
置 

・
小
学
校
「
給
食
費
公
会
計
化
」 

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
給
付
金
を
保
護
者
に

支
給
す
る
業
務
を
学
務
課
業
務
と
す
る 

・
私
立
保
育
園
へ
の
補
助
単
価
等
の
改
善 

・
「
学
校
教
職
員
安
全
衛
生
協
議
会
」
設
置 

産
業
医
学
校
訪
問
開
始 

・
交
通
不
便
地
域
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
実
証
実
験 

●
鎌
倉
市
の
行
政
運
営
の
特
徴 

●
2022
年
度
予
算
編
成
の
問
題
点  

●
鎌
倉
市
の
財
政
力
の
現
状 

●
現
在
、
鎌
倉
市
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と 

●
議
会
で
の
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み 

 

お
声
掛
け
く
だ
さ
い 

◆
竹
田
ゆ
か
り
市
政
通
信
は
、
定
例
議
会
が
終
わ
る
た
び

に
発
行
し
て
い
ま
す
。
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
す

べ
て
の
ご
家
庭
に
届
い
て
は
い
ま
せ
ん
。 

ご
希
望
頂
け
れ
ば
、
郵
送
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

◆
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
頂
け
る
方
（
200
部
か
ら
） 

お
届
け
に
上
が
り
ま
す
。 

◆
市
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
お
受
け
し
て
い
ま
す
。 

子どもの家・子どもひろばを 

すべて指定管理にしてよいか？ 
        （過去最高予算額）

＜外部監査委員の指摘＞ 
「鎌倉市は、『民間に任せられる業務は民間に』と言う

施策に偏っている。なぜ自分たちでしないのか。自分

たちで手掛けたらどうなるのかという視点で、業務内

容をしっかり見極め、安易に民間に委託せず、自分た

ちで手掛けることで専門性を磨き、市民サービスの向

上につなげてはどうか…」 

以上は、外部監査委員就任あいさつでの言葉です。 

議場内からは、めったにない拍手が沸き起こりました。 

 

  

一般会計 671億 6,000万円 前年比 9.5％増              

特別会計 519億 9,990万円 前年比 1.3％減 
 

＜1億円以上の経費を充てる主な事業＞ 

 

史跡環境整備（永福寺・釈迦堂） 2億 6,000万円 

今泉 CC臭気対策・名越 CC 中継施設整備 

                4億 8,000万円 

本庁舎等整備事業基金積み立て  6億 2,000万円 

公園維持管理（インクルーシブ公園設置） 

                4億１,000万円    

小児医療費助成         6億７,000万円 

放課後かまくらっ子事業     5億 8,000万円 

幼児教育・保育事業の無償化   38 億１,000 万円 

私立保育所整備         4億 6,000万円 

旧鎌倉図書館整備        2億 1,000万円 

小中学校特別教室空調設備設置・校舎老朽化対策 

                24億 2,000万円 

道路維持修繕          5億 9,000万円 

橋りょう維持修繕        2億 4,000万円 

市営住宅集約化         1億 9,000万円 

商工業振興事業（鎌倉応援キャッシュレス割引キャンペー

ン）               2億 9,000万円 

大河ドラマ事業費         3億 4,000万円 

ICT 教育環境整備        4億 2,000万円 
                  

2022年度予算については、評価できる部分はあ

るものの、高齢者外出支援・子どもや高齢者の居

場所づくり・交通不便地域の解消、図書購入費の

課題等々、あたり前な市民生活や権利を保障する

事業については、近隣市と比較 

しても予算額が少ない。より一 

層、市民ニーズや現場実態を的 

確に把握した予算立てとなるよ 

う求めて、反対討論を行った。 
 


